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「周南学」の編集に向けて
－地理的課題－

Editing "Shunan-gaku"
－Approches from Geographical Standpoint－

兼 重 宗 和

目　次
　Ⅰ　周南市の地名
　Ⅱ　周南の地理的特色
　　　１）人文地理学的特色
　　　　　Ａ）徳山下松港
　　　　　Ｂ）周南の人口
　　　２）自然地理学的特色
　　　　　地形的特色
　Ⅲ　周南の地理的課題

Ⅰ　周南市の地名

　本稿は「周南学」の編集に向けて、地理的側面から周南の特色を見だし、

その地理的事象を成り立たせている要因を調査・研究し、その地理的課題や

将来像について論考する一助となることを目的とする。つまり、生活の舞台

となる地理的特色の把握することは、地域の課題解決に向けての基本となる。

今回取り上げる地域は、周南市・

下松市・光市でその概論を述べ

る。

　本学の所在する周南市は、

2003年４月に合併し、今年10

周年の記念式典が開催された。

周南地区の市町合併は周南合併

周南市
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と呼ばれ、山口県内最初の「平成の大合併」の事例となった。徳山市、新南

陽市、熊毛町、鹿野町の２市２町の合併であった。市名は、公募によって選

定された。かつて周防の国は東部地域を周東、北部地域を周北、南部を周南

と呼んだ。周南は、防府市から柳井市までの広い地域を指していた。昭和後

期以降、特に現在の周南市、下松市、光市の地域（周南地区）を指す呼称と

して用いられるようになった。かつては光市に周南町が存在していた。

　周南市は、北部は中国山地一部を占め、錦川上流の鹿野盆地などでは冬季

に積雪がある。南部は、瀬戸内海に面し平野が広がり気候も比較的温暖であ

る。旧徳山市は、第二次世界大戦直後の区画整理で青山町、銀座、新宿通、原宿、

晴海、有楽町、代々木通、桜木町や横浜、川崎など東京の地名が多い。東京

の10分の１の地方都市を目指したと伝える。隣接する下松市、光市とも産業・

経済・交流面等で結びつきが強く、下松市・光市とともに人口約25万人の周

南広域都市圏を形成する。周南市の地区名は、（徳山地域）鼓南・櫛浜・久米・

桜木・周陽・秋月・遠石・岐山・関門・中央・今宿・須金・中須・須々万・

長穂・向道・加見・富岡・大津島・夜市・戸田・湯野、（新南陽地域）富田

西・富田東・福川・和田、（熊毛地域）三丘・高水・新清光台・勝間北・呼坂・

大河内・八代・勝間原、（鹿野地域）鹿野の35である。

　以下、地誌として地形的に特色あるものを取り上げながら、人文地理の特

色を加えつつ論じる。その中にも様々な課題が存在している。

Ⅱ　周南の地理的特色

１）人文地理学的特色

　周南の人文地理学的特色の概要は、次のとおりである。

Ａ）徳山下松港

　徳山下松港は、今後の周南にとり重要な役割を担ってくことになるのでこ

こに取り上げる。南部に瀬戸内海に面し国際拠点港湾（2011年指定）の徳山

下松港（周南市･下松市･光市にわたる港湾）がある。現在、国際バルク戦

略港湾（石炭）に宇部港とともに選定されている。港湾取扱貨物は、石炭、
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石灰石、原油等の鉱産品とセメント、石油製品、化学薬品等の化学工業品

が全体の約9割を占めていたが、近年外国からのコンテナ貨物が急増してき

た。また、平成15年に総合静脈物流拠点港（リサイクルポート）の指定を受

け、海上静脈物流とリサイクル産業の拠点形成に向けた取り組みがなされて

いる。平成23年度の徳山税関支署発表による徳山下松港の輸出総額は４,130

億09百万円、輸入総額は5,752億53百万円で1,622億44百万円の輸入超過で

ある。輸出入製品の割合を示すと下記の円グラフのようになる。また、平成

14年から23年までの徳山下松港の港湾取扱貨物量は下表ごとく平成17年を

ピークに減少している。コンテナの取扱量は、平成10年に600,000フレート

トン（Freight Tonnage）が平成22年には倍増し1200,000フレートトンに達

した。平成23年の港湾取扱貨物量（81品種）の表を論文の最後に載せておく。

徳山下松港の港湾取扱貨物量の推移　　　　　　　（単位：千トン）山口県港湾課資料

区分 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

輸出 2,368 3,522 3,705 3,488 3,640 3,267 3,561 3,383 3,137 2,667

輸入 16,795 19,094 18,715 20,301 19,014 19,595 18,621 17,357 18,966 18,536

移出 21,518 21,669 22,692 23,223 22,938 22,995 20,735 17,363 17,427 17,939

移入 18,217 18,255 19,885 19,226 18,899 18,267 17,532 13,519 13,294 12,833

合計 58,898 62,540 64,997 66,238 64,491 64,124 60,449 51,622 52,824 51,976

図１　ラーニングピラミッド
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項目名 単位 16年 17年 18年 19年 20年

外　貨 TEU 65,555 65,120 66,148 70,218 61,270

内　貨 TEU 40,090 56,181 56,452 53,718 52,751

合　計 TEU 105,645 121,301 122,600 123,936 114,021

　コンテナ定期航路就航は、現在韓国（釜山）航路（長錦商船（株） カメリ

アライン（株））、中国航路（民生輸船有限公司上海分公司、中国遠洋運輸総

公司）、東南アジア（タイ）航路（萬海航運有限公司）が開かれている。そ

の平成16年～ 20年の取扱量の推移は表のとおり平成19年ピークに達してい

る（単位TEUはtwenty-foot equivalent unit）。また徳山港には、大分県国東

市の竹田津港との間にスオーナダフェリーが運行している。

Ｂ）周南の人口

　平成25年８月現在の周南市の人口は146,720（男70,844・女75,876）人、下

松市は55,160（男26,606・女28,558）人、光市は52,061（男52,061・女27,286）

人で、３市の合計は253,941人となり山口県の人口601,443の42.2%がこの３

市が占める。その年齢別構成は下記の平成24年周南３市年齢別人口構成グ

ラフのように、39歳からは減少の一途をたどり、19歳頃から12,000弱に横ば

いとなる。一方、65歳以上の前期・後期高齢者の総数71,243人と高齢化社会

を迎えている。その分布は、徳山中心部には数多くのマンションが建設され

65歳未満の人の多くが市街地周に居住し、周辺地区には団地が開発されたが

「ニュータウンの高齢化」が始まりつつあり、中山間部は高齢化社会となっ

ている。

２）自然地理学的特色

地形的特色

　周南平野は、温暖で新南陽地区・徳山地区・下松地区と海岸沿いに細長く

広がる。光地区は島田川下流に沿い平野が広がる。その海岸に面してコンビ
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ナート等の工場群がつながる。その北側は、国道２号線・188号線に沿いに

商店街・住宅地が占め、それを囲んで水田が広がる。北部は山地が繋がり盆

地が点在し、ダムやゴルフ場がある。河川は、東部から二級河川の島田川、

切戸川､末武川、東川、富田川、夜市川、北部に錦川があり瀬戸内海に流れ

込む。徳山地区は海から山地の距離が短く、そのため徳山下松港・山陽本線・

新幹線・国道2号線・山陽道などの交通網が集中する特色がある。

　まず、地理的な条件による周南市の特色と課題を、主に徳山大学総合研究

所研究事業で大竹義則・林正久の研究「中国地方の地形環境」（2011年３月）

の研究成果を参考に述べる。

　山地や盆地の代表的特色は以下の通りである。周南市は、瀬戸内海側に小

起伏の山頂や盆地がほぼ連続的に分布する。大規模で概ね400 ～ 700mの定

高性の山頂を持つ周防高原が、岩国市由宇町から周東町・周南市・山口市へ

と続く。それは、標高の異なる上・中・下３つの小起伏面に分類できる。各

面の境界部は、やや急な山腹斜面に取り巻かれ、山頂に小起伏面をのせ、全

体として台地状の形状をなす。周南市の上位の小起伏面では、八代盆地北の

岡山①（数字は「平成の大合併日本新地図」上の位置を指す、以下同）（標

高597.4m）、八代盆地東の烏帽子岳②（標高696.6m）が代表される。低位の

小起伏面は、標高400m前後に分布し、山頂のみならず盆地部も含み、他の

２面に比べ、広い面積を占める。その中で連続性が最も顕著なところは、須々

万盆地③や八代盆地④とその周辺である。この小起伏面は、須々万盆地から
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北西方向へ錦川の河谷を遡った鹿野盆地⑤の盆地底につながる。盆地底やそ

の周辺の小起伏面は、集落や耕地、ゴルフ場として利用されているところも

ある。

　北東部には、鹿野町と錦町境に位置する長野山⑥（標高1015.3ｍ）がある。

標高850m付近から山頂は、谷が浅くなるとともに尾根の傾斜も緩やかにな

る。この山頂付近の小起伏面は、中国地方に発達する小起伏面の中の「脊梁

山地面（道後山面）」に対比され、準平原遺物と考えられている。小起伏面

の範囲は山頂付近のごく狭い範囲である。長野山から南東に延びる尾根沿い

にも小起伏地形があり、馬糞ヶ岳⑦（標高985.2m）に続いている。一方、長

野山北方には、尾根伝いに少し離れた島根県境付近の山頂周辺に小起伏面が

分布する。県内最大の河川である錦川の上流端で冬の積雪も多く、清流が

流れる。北部島根県境には、莇ヶ岳⑧（標高1004m）や高岳⑨（標高962m）

の高山が連なる。

　周南市の火山地形として溶岩円頂丘の千石岳⑩（標高630m）、金峰山⑪（標

高789.9m）、四熊ヶ岳⑫（標高504.1m）、嶽山⑬（標高363m）・白井岳⑭（標

高661m）、円山⑮（標高648m）などがある。これらは、青野火山群に属し、

安山岩質の溶岩円頂丘で山頂部までかなり開析が進んでいる。形成時期は、

43万年前あるいは60万年前と推定されている。これらの中で金峰山は、最

も規模が大きい。かつては農家の草刈山で、春先には山焼きが行われていた。

山口県の火山は、溶岩が盛り上がった溶岩円頂丘（溶岩ドーム）で岩石は黒

雲母を含む角閃石安山岩である。北部地域の青野火山群は、溶岩円頂丘の形

態が良く保存され、南に行くほど火山体が解析され山の崩壊が見られる。

　盆地としては、標高約300ｍの八代盆地がある。末武川の上流に位置し、

北側にはゴルフ場があり、盆地内では主に米作が中心となり無農薬米「つる

の里米」も栽培する。また酒米を栽培し市内の酒造会社が酒の原料として使

用する。本州で唯一のナベヅル渡来する場所で特別記念物に指定されるとと

もに山口県鳥ともなっている。

　須々万盆地は、標高が約300mの高原盆地である。中心部には須々万川が
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あり、川は東進して菅野湖に注ぐ。盆地の北部には緑山⑯（標高614m）が

そびえ、菅野ダム湖・川上ダム湖があり、山陽・山陰を結ぶ北部地域の交通

の要衝である。米作が中心であるが、昭和中期頃から周南地域のベッドタウ

ンとして開発が進み、ゴルフ場も点在する。飛龍八幡宮にある国の天然記念

物「大玉杉」をはじめ沼城の水攻めでも有名である（都濃郷土史研究会発行「陶氏・

毛利氏ゆかりの地 周防國須々万」）。特に須々万本郷は、落差の少ない盆地として、

中世には湿地帯的な地域であったと推定される。

　鹿野盆地は、周南市の中心部から北へ約27㎞を隔てた中国山地の西端南側

に開けた標高約375mの高原盆地で、県内最長の錦川の源流が所在する。萩

への山代街道があり、江戸時代以降市場町として発達した。現在中国自動車

道が通り鹿野インターチェンジがある。平地部分は米作中心であるが地域の

大部分は山林が占め、林業地帯で、椎茸、エノキタケ、山葵の栽培が行われ、

果樹の梨等の栽培も行う。漢陽寺の境内には300年前に作られた潮音洞があ

り、渋川の水が本洞を通り水田をうるおしている。恵まれた自然を生かし、

オートキャンプ場も整備されている。

　周南市の長穂には、中規模な河川地形としての環流丘陵が見られる。周防

高原を開析して流れる錦川の中流部に位置する。錦川本流の南側に北西～南

東方向に細長く延びる丘陵（長径約500m、短径約130m、最高点の標高344

ｍ）で、それを取り巻き旧河道の凹地が続いている。凹地の西側は、河岸段

丘で最高地点の標高約310ｍである。南部から東部は、環流丘陵の周りに低

い段丘を伴う沖積面となっている。環流丘陵の緩斜面および周囲の河岸段丘

面上に長穂の中心集落や畑がある。他の旧河道部は、大部分が水田である。

北側の龍門寺山の裾野に守護大内氏の守護代の陶氏の菩提寺である龍文寺が

あり、それに接してゴルフ場がある。同地では、県指定無形文化財の念仏踊

が伝えられている。

　東川には、河川地形の中規模な扇状地がある。そこに中心市街地が立地す

る。扇頂部は、標高約60ｍで扇頂から扇端まで長さ約2.6kmである。扇頂部

の勾配は約40‰、扇央で約20‰、扇端で約12‰で、扇頂から扇央にかけては、
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東川や山田川によって開析を受け段丘化している（開析扇状地）。現在、扇

状地東端を流下する東川は、市街地北部の周防高原南斜面に水源があり、扇

頂までの延長は3.8kmの小河川にすぎない。

　光市の室積半島⑰は、小規模ではあるがトンボロ及び陸繋島の海岸地形で

室積の町が立地する。峨嵋山（標高116.9ｍ）を主峰とするかつての離れ島が、

砂嘴の発達により本土と繋がれた。半島東部では、峨嵋山南麓を侵食した波

や沿岸流によって、先端部に小砂嘴（象鼻ヶ岬）を形成している。その内側は、

波静かな室積湾（御手洗湾とも呼ばれる）となっている。また、峨嵋山一帯

は「峨嵋山樹林」として国の天然記念物に指定されており、南麓の海岸は「光

のクサフグ産卵地」として県の天然記念物に指定されている。半島西方には、

島田川河口から運ばれた花崗岩性の土砂によって、約５kmの砂浜の室積海

岸が形成されている。室積海岸から半島一帯にかけては、瀬戸内海国立公園

の一部である。しかし埋め立ての影響で砂浜が浸食され養浜されている。

　虹ヶ浜⑱も瀬戸内海国立公園に位置し、2.4㎞に渡り白砂青松の続く自然海

岸である。「日本の白砂青松100選」や「日本の渚・百選」に選定されている。

島田川から運ばれた花崗岩性の砂により形成された。

Ⅲ　周南の地理的課題

　周南の地理的特色は、周南平野の南部の瀬戸内海に面した山陽本線より南

に埋め立て地が広がり臨海工場地帯が展開する。徳山湾近隣に日本精蝋・帝

人・帝人ハーキュレス・出光興産・出光石油化学・日本ゼオン・サンアロー化学・

トクヤマ・三井化学・コバレントマテリアル徳山・東ソー・住福燃料・日新製鋼・

徳山機械が操業する。下松・光地区には、新日本製鉄・武田薬品・日立製作所・

東洋鋼鈑・新日本石油等が瀬戸内海に面してある。工業地帯の北側に商業地

域と住宅が混在し、それを囲んで農地が広がる。その北側は、周南平野に山

地がせり出し、高原地域に八代盆地・鹿野盆地等が点在し、ゴルフ場ととも

に菅野湖、米泉湖、向道湖、菊川湖、高瀬湖、温見湖等のダムや梨・ブドウ

等の果樹園が存在する。
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　周南の地理的側面から見る課題としては、平野が少なく山地が多くを占め、

商工業や宅地が瀬戸内側に集中しおり中山間地への展開に乏しい。中山間地

域は、農業や林業が中心で現在高齢化が進みその維持継続に問題を呈してい

る。しかし、一部NPO法人を立ち上げて若者を受け入れ問題解決を図って

いる地区もあるが、今後具体的にどの様な展開を図っていくか課題である。

林業に関しては、ドイツの林業政策を参考にするのも良いであろう。斯くし

た課題や問題に対し例えば果樹園は観光果樹園として展開するとともにワイ

ンに加工し販売し、米作に関しては酒米の生産をするなど特色を出した展開

を図っている地域もある。水産業に関しても高齢化が進んでいるが、河豚や

ヒラメで特色を出している地域もある。

　そして周南平野の土地利用計画、埋め立て地の計画など各市とも都市計画

を立てて展開を図っているが、工業都市と商業都市のバランスをどの様に展

開していくか、また県が推進する観光をどの様なシーズで振興するか課題で

ある。そのために近年若者の意見を聞くなど進展が図られている。

　近年徳山下松港の進展等が取り上げられている。同港の平成23年度の輸出

入は、輸入超過でありそのバランスをどの様に解決していくか等の課題があ

る。輸出生産品目を増加させるための施策が必要となってくる。周南は平野

が少ないために陸海運に関する交通網が集まり便利が良く今後物流の拠点化

にどう進めていくか、その波及効果をどのように展開していくか、周南の地

形的特色を活かせる利点がある。また観光として、観光農園や観光水産物、

観光としての山や笠戸島などの自然資源、湯野温泉・三丘温泉・石舟温泉や

冠梅園・回天等の資源を観光客増加のためにどの様に活性化していくか課題

である。現在、夜景サミットが開催されるなど現代的観光資源を活用し活性

化が図られている。こうした課題を解決していくことが「周南学」の目標一

つである。
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（「平成の大合併日本新地図」小学館2005年）
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港湾取扱貨物物量（81品種）平成23年実績
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